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朝
鮮
通
信
使
と
は
、
朝
鮮
国
が
国
王
の

国
書
な
ど
を
携
え
さ
せ
て
日
本
に
派
遣
し

た
外
交
使
節
団
で
す
。
信
を
通
わ
す
使
節

と
い
う
こ
と
で
通
信
使
と
呼
ば
れ
ま
す
。

江
戸
時
代
、

  

12  

回
来
日
し
ま
し
た
。
そ
の
う

ち
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回
は
将
軍
の
い
る
江
戸
で
国
書
の
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

江
戸
ま
で
赴
く
使
節
を
各
藩
が
も
て
な

し
、
福
岡
藩
黒
田
家
領
で
は
「
藍
島
」（
糟

屋
郡
新
宮
町
相
島
）
に
客
館
を
設
け
、
饗
応

（
き
ょ
う
お
う
）
の
場
と
し
た
こ
と
は
よ

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
約
５
０
０
人
の
使

節
を
も
て
な
す
た
め
、
福
岡
藩
領
全
域
に

そ
の
負
担
が
課
さ
れ
、
現
宗
像
市
域
も
例

外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
台
風
と
推

測
さ
れ
る
影
響
で
海
が
荒
れ
た
際
に
は
、

地
島
に
滞
在
し
た
こ
と
が
少
な
く
と
も
２

回
あ
り
ま
し
た
。 

  

  

正
徳
元
（
１
７
１
１
）
年
来
日
の
通
信
使

は
、
８
月

 

26  

日
寅
中
刻
（
午
前
４
時
頃
）
、

相
島
か
ら
出
船
し
ま
し
た
が
、
「
四
時
頃
」

（
午
前
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時
頃
）、
地
島
の
前
を
航
行
し
て

い
た
と
こ
ろ
、
鐘
崎
辺
り
の
潮
の
流
れ
の 

      

た
め
、
未
刻
（
午
後
２
時
頃
）、
地
島
に
入

り
ま
し
た
。
下
関
に
向
け
て
出
船
し
た
の

は
３
日
後
の
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日
で
し
た
。 

享
保
４
（
１
７
１
９
）
年
来
日
の
通
信
使

は
、
８
月
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日
朝
、
朝
鮮
通
信
使
の
船
と
、

迎
接
役
の
対
馬
藩
主
宗
義
誠
（
よ
し
の
ぶ
）

の
船
が
相
島
か
ら
出
船
し
、
赤
間
関
（
下
関
）

に
向
か
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
同
日
昼
過
ぎ
、

芦
屋
沖
を
航
行
中
、
逆
風
が
強
く
、
波
が
高

く
な
っ
た
た
め
、
地
島
に
引
き
返
し
ま
し

た
。
酉
刻
頃
（
午
後
６
時
頃
）、
地
島
に
着

き
、
三
使
（
正
使
・
副
使
・
従
事
官
）
の
宿

所
は
西
光
寺
と
さ
れ
ま
し
た
。
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日
卯
中

刻
（
午
前
６
時
頃
）、
三
使
の
船
・
供
船
な

ど
全
て
の
船
が
地
島
を
出
船
し
ま
し
た
。 

 

本
来
の
「
御
馳
走
所
」
で
あ
る
相
島
か
ら

地
島
へ
の
食
料
・
物
資
輸
送
が
難
し
か
っ

た
た
め
、
福
岡
か
ら
直
接
地
島
に
送
ら
れ

ま
し
た
。
奈
多
浦
（
福
岡
市
東
区
）
ま
で
は

船
で
、
奈
多
か
ら
鐘
崎
ま
で
は
陸
上
輸
送

し
、
鐘
崎
か
ら
地
島
ま
で
海
上
輸
送
し
ま

し
た
。
ま
た
、
三
使
以
外
の
朝
鮮
の
役
人
も

船
中
泊
で
は
な
く
上
陸
し
た
い
と
い
う
こ

と
で
、
浦
人
の
家
５
軒
が
宿
所
に
充
て
ら

れ
て
い
ま
す
。 

 

相
島
出
船
前
の
取
り
決
め
で
は
、
風
不

順
で
赤
間
関
に
渡
れ
な
い
場
合
、
地
島
に

は
入
ら
ず
、
相
島
に
戻
る
と
い
う
こ
と
で

し
た
が
、
従
事
が
体
調
不
良
と
な
っ
た
た

め
、
地
島
に
入
り
ま
し
た
。
８
日
間
に
も
及

ぶ
滞
留
は
地
島
の
人
々
を
は
じ
め
、
福
岡

藩
に
と
っ
て
大
き
な
負
担
で
し
た
。 

  

 

天
和
２
（
１
６
８
２
）
年
の
記
録
か
ら
宗

像
の
人
々
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し

た
か
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

通
信
使
の
船
が
航
行
す
る
際
、
玄
界
灘

の
島
々
が
合
図
の
「
火
立
所
」（
の
ろ
し
を

上
げ
る
場
所
）
と
さ
れ
、
大
島
・
地
島
も
含

ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
鐘
崎
浦
の
弁
指
（
べ
ん
ざ
し
、
浦

役
人
）
で
あ
る
三
右
衛
門
は
饗
応
の
た
め

の
活
魚
を
調
達
・
管
理
す
る
「
活
魚
裁
判
」

を
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。
大
変
な
苦
労
で
あ

っ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。 

さ
ら
に
、
大
島
と
鐘
崎
の
海
士
（
あ
ま
）
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人
が
藩
か
ら
集
め
ら
れ
ま
し
た
。
毎
日
、

相
島
に
近
い
新
宮
の
海
岸
で
、
蚫
（
ア
ワ

ビ
）、
栄
螺
（
サ
ザ
エ
）
を
獲
る
こ
と
を
命

じ
ら
れ
ま
し
た
が
、
通
信
使
の
到
着
直
前

に
な
っ
て
も
必
要
量
に
達
し
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、
藩
は
両
者
に
競
争
を
さ
せ
、
勝
っ
た

鐘
崎
の
海
士
に
米
１
俵
を
与
え
ま
し
た
。 

他
に
通
信
使
の
饗
応
膳
「
七
五
三
膳
（
し

ち
ご
さ
ん
ぜ
ん
）」
に
必
要
な
伊
勢
海
老
の

調
達
が
大
島
に
命
じ
ら
れ
、
二
、
三
十
の
伊

勢
海
老
が
用
意
さ
れ
ま
し
た
。 

通
信
使
が
帰
国
す
る
際
に
は
、
相
島
に

食
料
の
鶏
が
集
め
ら
れ
ま
し
た
。
筑
前
国

内
の
各
郡
に
割
り
当
て
ら
れ
、
合
計
１
１

６
１
羽
の
鶏
が
集
め
ら
れ
、
宗
像
郡
か
ら

は
最
多
の
２
３
９
羽
の
鶏
が
提
供
さ
れ
て

い
ま
す
。
他
に
も
、
赤
間
宿
御
茶
屋
（
本
陣
）

の
金
屏
風
１
双
が
相
島
に
運
ば
れ
ま
し
た
。

藩
士
の
所
持
品
や
領
内
各
御
茶
屋
の
諸
道

具
が
集
め
ら
れ
、
相
島
に
運
ば
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
藩
の
総
力
を
挙
げ
て
の

饗
応
だ
っ
た
わ
け
で
す
。 

海
上
交
通
の
要
衝
で
あ
り
、
豊
か
な
漁

場
で
あ
っ
た
宗
像
。
朝
鮮
通
信
使
を
饗
応

す
る
上
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
地
域

だ
っ
た
の
で
す
。 （

近
世
部
会 

守
友
隆
） 

               

朝
鮮
通
信
使
と
宗
像 

～
『
新
修
宗
像
市
史
』
近
世
部
会
か
ら
～ 

朝
鮮
通
信
使
と
は
？ 

饗
応
の
準
備 

地
島
滞
在 

現在の海雲山西光寺（浄土宗） 
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